




























第 7 章 MD と FB の椎間板変性の相違点について検討することを目的として、T-L IVDH
に罹患症例から手術時に採取した椎間板物質を対象として組織学的および分子生物学的に
比較検討した。椎間板髄核の軟骨基質の分解の程度は MDと比較して FBで軽度であり、FB
の髄核では軟骨基質の残存に加えて変性に伴う線維性組織の増生も起こることが示された。 
 
